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１. 汎用スキャンツールの生産・販売の推移 

平成 22 年度および平成 23 年度の当工業会扱い汎用スキャンツールの国内向け生産・販売集

計の推移は以下の通りである。（JAMTA 調べ） 

表１ 汎用スキャンツールの生産・販売の推移 

※１：上記販売価格は JAMTA 会員各社からの出荷価格であり、市場への販売価格ではない。 

 

① 生産・販売台数は＋４２％の伸びを示している。2 年間累計で 23,000 弱の販売があった。 

② 製品の平均単価は▲３９％と、値下がっており、従来からの多機能機だけでなく、少機能機が

増えている。 

③ 以上のことより、『標準仕様』を意識した汎用スキャンツールへの切り替えが順調に進んでい

ると考える。 

 

２．『標準仕様』汎用スキャンツールの開発状況 

（１）機能 

前回までの検討会にて、『標準仕様』に具備すべき機能を取り決めた。（表２） 

第一段階として主要４システムへの対応が求められており、車両メーカからのスキャンツール開

発情報（後述）の提供を含めて対応検討中である。現状の汎用スキャンツールの対応状況は後述

する。 

 

表２ 標準仕様の機能 

 

年度 生産・販売台数（台） 販売価格（百万円）※１ 平均単価（円） 

H22 年度 9,463    1,228 129,769    

H23 年度 13,419    1,055 78,620    

伸び率 142％（＋42％） 86％（▲14％） 61％（▲39％） 

資料６ 



（２）価格 

総論としては、前述のように、現在生産・販売されている汎用スキャンツールの平均単価は下が

っており、従来の多機能に比べ普及に適した製品が販売されている。（図１） 
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図１ スキャンツールの価格構成（ソフト含む、PC 代は含まない） 

 

【価格構成に対する要件】 

一般に機能と価格は背反する中、『標準仕様』の価格要件において、企業努力によるコストダウ

ンだけでなく、対象車両や機能を選択可能とすることで、ユーザーニーズ（技術力や業務内容）

に合致した製品を購入できるような価格構成が必要としている。 

【価格構成例】 

現在市販されている、汎用スキャンツール（当工業会以外の製品含む）を見ると、必要な機能

を、その機能に見合った価格で選択する方法として図２の方式に大別もしくはその両者の組み合

わせで対応しているメーカが大半である。 

中には、システムを選択購入する方式を採用しているメーカも見受けられるが、多くのツールメ

ーカではシステム拡充の定期バージョンアップとして対処している。 

 

 機能を選択する方法 車両メーカを選択する方法 

例 

  

特徴 
事業場の業務内容（車検・整備・鈑金）に 

応じて機能を選択・拡充できる。 

入庫比率が高い車両メーカ分のみを揃え

ることができる。 

図２ ユーザーニーズに合わせた機能・価格の選択方式 
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（３）品質 

①目的と要件定義 

スキャンツールには、故障コードや制御状態を監視するデータモニタ等、車両から読取った情

報を表示する機能の他、車両の制御状態を強制的に変更する作業サポートやアクティブテスト

等の機能が備わっており、整備品質の確保や作業の安全を担保することは重要である。 

従って、『標準仕様』の要件に、車両メーカがスキャンツール開発情報用として提供している情

報（仕様書）を利用して開発された製品であることとしている。 

これにより標準仕様スキャンツールも専用スキャンツールと同等な品質を担保する。 

 

②スキャンツール開発情報の提供状況 

この仕様書は車両メーカまたは部品メーカの著作物であり、利用に当たっては車両メーカから

使用許諾を受ける必要があるが、『J-OBDⅡを活用した点検整備に係わる情報の取扱い指針」

の施行により、ツールメーカは車両メーカから入手可能となっている。 

【情報提供のスキーム】 

・ ツールメーカは車両メーカと個別に契約締結する。 

・ 車両メーカはスキャンツール開発情報を当工業会経由でツールメーカに提供する。 

（当工業会は窓口業務を行う） 

 

③汎用スキャンツールの販売実態 

車両メーカの提供するスキャンツール開発情報を使ったスキャンツールが販売されている一方

で、汎用スキャンツールの中にはこれら開発情報を入手せずに、他社製スキャンツール（例えば

専用機）と車両との通信内容を解析し、独自に開発（リバースエンジニアリング）したと思われるス

キャンツールも市場で販売されている。 

そこで、市場からはこれらを区別できる方法（表示等）の提供が求められている。 

 

以下にスキャンツール開発情報の必要性を解説する。 

スキャンツールは車両とコミュニケーションして車両情報を読出したり、車両に対して状態を変

化させる指令を出したりする電子機器である。スキャンツールの機能は、スキャンツール単独で

作り込めるものではなく、予め車両に備わっている自己診断機能（OBD：On Board Diagnosis）とス

キャンツール間でコミュニケーションをとり実現している。 

このため、車両とスキャンツールとの通信仕様（ｽｷｬﾝﾂｰﾙ開発情報）が必要であるが、排気ガ

ス分野では国際的に規格化されており、J-OBDⅡの機能では車両メーカの仕様書が無くても、

ISOやSAEの規格書からスキャンツールの機能を開発できる。しかし、その他のシステムおいては

車両によりスキャンツールとコミュニケーションする手順、タイミング、通信データの定義等が異な

る場合が多く、スキャンツールの開発には、車両メーカ発行の通信仕様書が必要である。 

 

 

 

 



（４）標準仕様機の準備状況まとめ 

対象とする車両メーカやツールメーカによりカバレッジは異なるものの、主要４システムについては、

概ね機能の充足が図られている。 

 

表３ 現状の汎用スキャンツールの標準仕様機能の対応状況 
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３．スキャンツールの IT 化の現状 

（１）標準仕様スキャンツールの活用イメージ（レビュー） 

標準仕様の機能とは別に、その機能を効果的に利用することを目的に、平成２２年度の「汎用ス

キャンツール普及検討会」の報告書にて将来の拡張イメージとして、インターネットを経由してサー

バに接続することを提案している。（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 標準仕様機の活用イメージ（汎用スキャンツール普及検討会） 

 

スキャンツールを使い、効率良く故障診断を実施するには、整備要領書等に記載されている診

断フローや車両のスペック、配線図等を参照しながら利用することになる。 

車両の点検整備に係わる情報は、各車両メーカの整備要領書を購入し利用する他、（社）日本

自動車整備振興会連合会が提供する整備関連情報サーバ（FAINES）を利用することも可能となっ

ている。 

 

（２）パソコン連携スキャンツールのメリット 

①表示情報量が多く、解析し易い 

ハンディータイプの単独機は使い勝手は良い反面、画面サイズがパソコンに比べて小さいため、

表示する情報量が少ないデメリットがある。故障コードの表示や作業サポート等、点検整備や簡易

診断では不都合は無いが、データモニタを駆使した故障診断では複数の連続するデータ解析する

必要があり、グラフ表示は不可欠である。図４はハンディー機とパソコン連携のグラフ表示例であり、

解析し易さは一目瞭然である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ ハンディー機（左）とパソコン連携（右）のグラフ表示例 



②正常データとの比較 

車両の制御データは運転条件により各信号が互

に関連し合い刻々と変化しており、『正常値』を閾値

として提示することは困難である。 

データモニタのグラフ表示において、故障車両と

正常な車両のデータと相対比較することで、不具合

解析を効率的に実施することができる。 

パソコンを使うことにより、正常車両のデータを数

多く蓄積可能であると共に、サーバ接続することで、

データを共有できるため活用の場が広がることが期待できる。  図５ 正常データとの比較例 

 

（３）サーバーシステム連携の事例 

現在運用されている PC 連携スキャンツールのサーバーシステム連携の事例を紹介する。 

①『FAINES』へのリンク機能例 

PC 連携の診断アプリケーションソフト内のメニューにリンクボタンを設置し、スキャンツールの各

機能を作動させながら、整備情報を参照するため FAINES へアクセスを容易にしている。 

 

②簡易診断カルテの作成サービス機能例 

整備前後の車両データの変化点をドキュメント化し、お客様への作業内容説明への一助すること

を目的に以下のサービスが実用化されている。（図６） 

・ 入庫時にｽｷｬﾝﾂｰﾙで読取ったデータをｲﾝﾀｰﾈｯﾄ経由で診断機メーカへ送信する。 

・ サーバには予め各種車両の参考値データが保管されており、サーバ内でその入庫車両データと

データベースを比較・演算し判定結果を返送し、「整備前診断カルテ」として印刷する。 

・ 整備現場では、お客様に修理整備が必要か否かを提案し、お客様からの整備要請に基づき修

理整備を行う。 

・ 適正整備が終了したか再度スキャンツールで確認すると同時に、確認した車両データもサーバ

経由で再度「整備後診断カルテ」を出力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ インターネットを利用した高度診断サービスの例 
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 ４．今後の課題と対応 

以上の現状を踏まえ、当工業会としては、下記課題について、関係団体と調整を図り、『標準仕

様』汎用スキャンツールの普及に向けて検討を重ねていく。 

 

（１） 標準仕様機の普及の課題 

①カバレッジの拡大 

標準仕様のカバレッジ（機能と対応システム）を各段階で計画通り対応していくため、車両の

装着率や市場ニーズを考慮し、車両メーカと情報提供範囲の拡大検討を行う。 

 

②『標準仕様』スキャンツールの告知 

標準仕様では、「機能」「価格」「品質」を要件としているが、これらを満足していないと思われ

る製品もツールメーカの独自判断で「国交省の標準仕様に準拠」と表明し販売されており、『あ

のスキャンツールは標準仕様機なの？』と問い合わせを受けることが多くなっている。 

「標準仕様準拠」の基準作りと、合致しているか否かの表記方法について検討する。 

 

③用語の統一検討 

車両メーカのスキャンツール開発情報を基に開発された製品であっても、車両メーカ間で用

語が異なるため、整備事業場にとって使いにくいとの声もある。検討の第一段階として、レディネ

スコードの日本語表記の統一化を図る。（前回報告書『OBD を活用した検査の高度化に関する

調査』における要望事項） 

 

（２） IT 化推進の課題 

①FAINES リンク手順の標準仕様の策定 

FAINES には、車両の整備情報が充実しつつあり、診断を効率的に進めるには、スキャンツー

ルとの連携が効果的である。現在、FAINES の入口までリンクしているスキャンツールは販売さ

れているが、FAINES 内に蓄積されている診断フローや整備事例に自動でリンクするためには、リ

ンクの手順や車両メーカ名、車名、車両型式、エンジン型式等、対象車両を特定するための ID

等を取り決める必要があるが、整備要領書だけを見ても膨大な情報量であり、相当の工数が必

要となることは容易に想定できる。このことから、整備要領書のどの階層まで自動リンクするのか、

十分な検討する必要がある。 

 

②個人情報の保護 

車両の不具合データや整備履歴等のデータを蓄積する場合、個人情報保護の対策が重要

となってくる。 

 


